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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 8,836 4.7 2,754 7.1 2,565 8.4 1,573 33.2
25年3月期第1四半期 8,438 0.9 2,572 △3.4 2,367 △3.2 1,180 △14.7

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 2,731百万円 （316.3％） 25年3月期第1四半期 656百万円 （△45.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 13.49 ―
25年3月期第1四半期 10.12 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 313,329 128,128 40.5
25年3月期 312,613 126,391 40.0
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  126,955百万円 25年3月期  124,955百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 5.50 ― 6.00 11.50
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 6.00 ― 6.00 12.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,500 3.8 9,900 0.7 8,600 1.1 5,100 4.5 43.73



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 116,851,049 株 25年3月期 116,851,049 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 219,804 株 25年3月期 219,493 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 116,631,368 株 25年3月期1Q 116,632,195 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果を背景に公共投資は堅調を維持し、生産

や輸出、個人消費等は持ち直し傾向で推移しました。一方、海外経済の下振れ懸念等、景気の先行きについて

は不透明な状況が続いております。 

オフィスビル業界におきましては、当社のメイン事業エリアである東京、大阪各ビジネス地区の空室率は、

若干改善傾向にありましたものの依然高水準（平成２５年３月末時点の東京地区の平均空室率：８．５６％、

同時点の大阪地区の平均空室率：１１．２５％。同６月末時点の東京地区の平均空室率：８．４６％、同時点

の大阪地区の平均空室率：１０．８０％※）で推移しており、賃料水準は弱含みの状況が続いております。 

このような状況の下、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、テナントサービスの一層の向上に

努めました結果、全体として高水準の入居状況を確保することができました。 

※データ出典元：三鬼商事㈱ 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①土地建物賃貸事業 

  前連結会計年度に稼働した「ダイビル本館」の通期寄与により、売上高は６，６９０百万円と２１５百万円

（前年同期比３．３％）の増収となりました。費用面では、修繕費が減少した一方、「ダイビル本館」の減価償

却費等が増加いたしましたが、営業利益は２，８３３百万円と１２７百万円（前年同期比４．７％）の増益と

なりました。 

 ②ビル管理事業 

  前連結会計年度に子会社化した㈱丹新ビルサービスの収益寄与により、売上高は２，０５７百万円と１８１

百万円（前年同期比９．６％）の増収となり、営業利益は１６３百万円と２０百万円（前年同期比１４．６％）

の増益となりました。 

 ③その他 

売上高は８８百万円と１百万円（前年同期比２．３％）の増収となり、営業利益は４３百万円と１５百万円

（前年同期比５５．２％）の増益となりました。 

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は８，８３６百万円と３９８百万円

（前年同期比４．７％）の増収、営業利益は２，７５４百万円と１８２百万円（前年同期比７．１％）の増益

となりました。 

 

営業外損益では、営業外収益その他が増加したこと等により、経常利益は２，５６５百万円と１９８百万円

（前年同期比８．４％）の増益となりました。 

なお、特別損失として、前年同期は建替関連損失、投資有価証券評価損および固定資産除却損計４１６百万

円を計上したのに対して、当第１四半期連結累計期間は固定資産除却損４百万円を計上いたしました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の純利益は１，５７３百万円と３９２百万円（前年同期比３３．２％）

の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて７１６百万円増加し、

３１３，３２９百万円となりました。主な要因は、流動資産その他の減少（９８５百万円）、減価償却による

建物及び構築物の減少（１，３３４百万円）、新・新ダイビル（仮称）新築工事に伴う建設仮勘定の増加

（１，９０３百万円）、株価の回復に伴う投資有価証券の増加（８９５百万円）であります。 

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて１，０２０百万円減少し、

１８５，２０１百万円となりました。主な要因は、未払法人税等の減少（８６０百万円）、有利子負債の減少

（５００百万円）、繰延税金負債の増加（４８９百万円）であります。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて１，７３７百万円増加し、

１２８，１２８百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加（８７３百万円）、その他有価証券評価

差額金の増加（６０７百万円）および為替換算調整勘定の増加（５１９百万円）であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成２５年４月３０日公表の数値を修正しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,757 4,602

営業未収入金 874 865

たな卸資産 44 33

繰延税金資産 413 301

その他 1,183 197

貸倒引当金 △7 △9

流動資産合計 7,266 5,990

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 99,055 97,720

土地 148,738 148,738

信託土地 31,231 31,231

建設仮勘定 1,290 3,193

その他（純額） 585 591

有形固定資産合計 280,901 281,476

無形固定資産   

のれん 1,390 1,469

その他 5,301 5,706

無形固定資産合計 6,692 7,176

投資その他の資産   

投資有価証券 16,007 16,902

繰延税金資産 90 85

その他 1,671 1,715

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 17,751 18,685

固定資産合計 305,346 307,338

資産合計 312,613 313,329
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 22,755 22,755

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

コマーシャル・ペーパー 2,000 2,500

未払法人税等 1,555 695

役員賞与引当金 43 －

その他 4,381 4,250

流動負債合計 40,735 40,200

固定負債   

社債 70,000 70,000

長期借入金 33,557 32,557

受入敷金保証金 26,302 26,406

繰延税金負債 5,136 5,625

再評価に係る繰延税金負債 9,338 9,338

退職給付引当金 529 526

役員退職慰労引当金 431 335

その他 191 209

固定負債合計 145,486 145,000

負債合計 186,222 185,201

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 80,951 81,824

自己株式 △142 △142

株主資本合計 106,890 107,762

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,615 7,223

土地再評価差額金 10,879 10,879

為替換算調整勘定 570 1,089

その他の包括利益累計額合計 18,065 19,192

少数株主持分 1,435 1,172

純資産合計 126,391 128,128

負債純資産合計 312,613 313,329
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業収益 8,438 8,836

営業原価 5,136 5,374

営業総利益 3,302 3,462

販売費及び一般管理費 729 707

営業利益 2,572 2,754

営業外収益   

受取利息 10 11

受取配当金 193 188

その他 3 24

営業外収益合計 207 224

営業外費用   

支払利息 393 405

その他 19 8

営業外費用合計 412 413

経常利益 2,367 2,565

特別損失   

建替関連損失 328 －

投資有価証券評価損 66 －

固定資産除却損 21 4

特別損失合計 416 4

税金等調整前四半期純利益 1,951 2,560

法人税、住民税及び事業税 606 748

法人税等調整額 152 208

法人税等合計 759 957

少数株主損益調整前四半期純利益 1,191 1,603

少数株主利益 10 30

四半期純利益 1,180 1,573
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,191 1,603

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △848 607

為替換算調整勘定 313 519

その他の包括利益合計 △535 1,127

四半期包括利益 656 2,731

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 645 2,700

少数株主に係る四半期包括利益 10 30
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 24 年４月１日 至 平成 24 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

 

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３） 

売 上 高 

外部顧客への売上高 6,475 1,876 8,352 86 8,438 － 8,438

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 24 425 450 - 450 △450 －

計 6,500 2,302 8,802 86 8,888 △450 8,438

セグメント利益 2,706 142 2,848 28 2,877 △304 2,572

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△304 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△306 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

 

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３） 

売 上 高 

外部顧客への売上高 6,690 2,057 8,748 88 8,836 － 8,836

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 24 482 507 - 507 △507 －

計 6,715 2,540 9,255 88 9,344 △507 8,836

セグメント利益 2,833 163 2,997 43 3,040 △286 2,754

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△286 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△292 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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